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小田中：本日はお忙しい中、お時間をとっ

ていただきまして本当にありがとうございま

す。白方先生には、私どもの近畿病院図書室

協議会の会長として１９９０年から６年間、病院

図書室の発展にご尽力をいただきました。こ

の度、定年退職されるということで会長職を

退かれるわけですが、この場をお借りして改

めて御礼を申し上げます。

さて、この間病院

図書室をめぐる環境、

とりわけ、医療環境

や図書館・情報関連

分野の環境が大きく

変化してきており、

病院図書室も新しい

対応が求められてい

ると思います。そこ

で、これらの変化の

中で期待される病院

－ １

白方誠禰会長に

◆ ６年間を振り返って

く聞

図書室像について、先生のご意見をお聞かせ

いただきたいと思います。

前田：早速ですが、先生が６年間会長をな

さってこられて、最も印象に残った事業や出

来事などあればお聞かせください。また、協

議会についてのご意見もあれば、あわせてお

願いします。

白方：そうですね。６年間を通して感じた

ことは、まず、皆さん方の働きが、次第に充

実し活発になってきていることが、各事業や

総会、役員会を通して強く感じています。特

に、事務局長の小田中さんを中心に、横の連

絡をよくとって、研修会の企画や、雑誌の編

集など頑張っておられる。雑誌は４年前から

今の形態（年４回発行）に切り替えましたね。

各々のどの事業をとってみても着実に発展し

写真：右から白方会長、前田、小田中氏
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てきているなという印象をもっています。

その中でも昨年度の２０周年フォーラムを立

派に成功させたことが印象に残りました。こ

のことは協議会活動のひとつの区切りをつけ

ることができて良かったと思っています。

その他には、ここ３年、公取委の指導も

あって、ＭＲによる文献サービスの自粛があ

りそのことによって、医師が図書室をこれま

で以上に利用するようになりましたね。その

ことで病院図書室の存在や役割がクローズ

アップされました。担当者の人は業務量が増

えてたいへんだったと思いますが、病院図書

室にとっては、とても大きな意味があったと

思います。

また昨年の、阪神淡路大震災は大きな事件

でした。協議会としても、被災にあった図書

室の復興にむけて支援活動なども行いました

ね。

振り返ってみて、この６年というのは、協

議会の流れの中でも激動と変革の時代だった

といえるのではないでしょうか。

そして、忘れてはならないのは、これらの

発展を支えているのは、各病院の図書室担当

者の方々だということ。本当によく頑張って

おられるからだと思っています。必ずしも恵

まれた条件ではない中で、いろいろ苦労され

ながらも、連携・協力しあっていることが、

根底にあるからでしょうね。これからも是非

頑張ってください。

－ ２

◆病院図書室が役割を果たすには３つの条件

が必要

前田：ありがとうございます。続いて、こ

れは古くて新しいテーマでもありますが、病

院図書室の役割は何かということでお伺いし

たいと思います。この数年、病院図書室をめ

ぐる環境が大きく変化してきています。その

中で、病院図書室に求められる役割といえば

ズバリ何でしょうか。また、そこで働く図書

館員の役割についてもお聞かせください。

白方：これはいつも言っているんですが、

病院図書室の一番の役割は、病院の職員（こ

れは医師、看護婦、コメディカル、医事課職

員・事務職も含めて）のそれぞれの分野のレ

ベルアップにあります。

それにはいくっかの条件が必要でしょう。

病院図書室を利用して、職員に勉強するとい

う環境を与えることが、病院全体のレベル

アップにつながるんです。つまり、病院のレ

ベルをあげるには、まず、その環境である図

書室を整備することが大切です。いつでも、

病院の中に図書室があって、そこに行けば本

がある。必要とする文献や情報が入手できる。

こういう場所を提供することが必要です。病

院の中に図書室がなければ勉強するチャンス

がなくなるわけですから。これは主には管理

者の責任だと思いますが、これが第１の条件

でしょう。

第２の条件は、その環境をより良いものへ

と、整備していくということです。これは、

主には担当者である司書の皆さんの仕事だと

思いますね。その環境には、ビデオなどの視

・聴覚ライブラリーなどはもちろんのこと、今

後どんどん発達していくであろうコンピュー

タなどを利用した情報提供などの機能も必要

でしょうね。昔のように、ただ本を貸出する

だけでない、質の高い情報の提供を整備して

いくことが大切だと思います。

方法論が大きく変わってきて、昔は図書室

に本が配架してあるものを利用者が、それを



読んで勉強するということでよかったんです

が、これからは、利用者のリクエストに応え

るために、病院図書室の司書の方々が、その

時代にあった必要な環境を図書室に整えてい

く努力が必要となってきているのではないで

しょうか。

それから、第３の条件としてこれは将来を

展望してですが、病院図書室間のネットワー

クが、今後全国的に質量ともに発展していく

ことですね。うまくいくと利用者が求める情

報のほとんどがこのネットワーク内でカバー

できるようになってくるのではないでしょう

か。コンピュータネットワークも広がってく

るでしょうし、これからの情報交換も大きく

変わってくると思います。今より円滑に情報

を入手することが可能になってくると思われ

ますが、意識的にそういう環境を作っていく

ことが大切でしょうね。

小田中：実は協議会の活動で も、コン

ピュータネットワークの導入を考えておりま

して、その具体化の一つにパソコン通信の利

用を検討しております。そのため来年度から

は予算をたてて準備し、実現を図りたいと考

えております。

白方：それは必要なことですね。ぜひ進め

てください。

◆情報 は入手だけでなく発信も！

白方：それと、これは私の個人的な意見で

すが、図書室 の将来像として、今、病歴室に

スライド作成機を置いているのですが、将来

的に、 コンピュータを利用しての情報提供が

より定着してくれば、図書室の中に学会用の

スライド作成 の専門家を配置して、病院の職

員のリクエ ストに応えていくことのできる体

制 も考えてい ます。 もちろん、自分でで きる

人は自分で作ればいいのですが、全員が全員

そうではあり ませんから、「こういう学会発

表にしたいんだがどうしたら良 い力へ●●・」

という構想を もっていさえすれば、それをわ

３

病院図書室 Ｖｏｌ．１６Ｎｏ．ｌ，１９９６

がり やすく工夫 して、作成する人を配置する

ことも考えていいので はないかと思っていま

す。

小田中：たしかに、情報の入手だけではな

くて 発信ということ も必要になると思います。

もちろん、スライド作成 もそのひとつでしょ

うし、最近ではインターネット上での情報の

発信も視野に入れていくことが必要になると

思います。

私の病院で もインターネットへの関心は高

く、サーバーを導入して情報の入手と発信を

考え ていこうとしているようです。図書室 も

今後その方向で整備し、コンピュータ関連の

充実を図っていくように聞いています。

白方 ：これからの図書室は、これまでのよ

うに兼任でや っているという時代から、かな

りの人員をそこに配置して、情報センター的

な役割を果たすことになってくると思います

よ。要するに医療従事者がほしい情報がそこ

に行けば手に入る。情報のやりとり、そこを

通して情報が内外に流れていくという情報セ

ンターとして発展していくのだと思っていま

す。

小田中：それとインターネットでは、ナビ

ゲーター、あ るいはサーチェ ンジンと呼ばれ

るサイトがあり、情報の海で航海する水先案

内のような役割を果たしています。ここ には、

必ず ”Ｗｈａｔ’ｓＮｅｗ？”、”Ｗｈａｔ’ｓＨｏｔ？”さらに

”Ｗｈａｔ’ｓＣｏｏｌ？”などのメニ ューがあります。

つまり、目的 の情報源へは世界のどこへでも

アクセスできるのですが、さらに情報の内容

について もサービスを提供しています。

これをみていると、図書館も現在のような

要求された情報の提供だけでなく、それ以上

のサ ービスが必要となるのではないかと考え

てしまいます。新しい情報や話題の情報また

面白そうな情報などの提供について、ある程

度、図書館員が「水先案内」をすることを考

えて もいいのではないかと思います。

白方：だか らこそ、図書館員の果たしてい

る役割をきちんと理解して、これまでように
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片手間であったり、ひとりふたりといった体

制ではなく、もう少し強力なスタッフを配置

していくことが絶対必要なんです。

小田中：そのために協議会としてできるこ

とは、教育的、啓蒙的な活動を系統的に進め

ていくことだと思っています。そして、図書

館員かそれぞれに実績を残していくことが大

切だと思いますね。

白方：それと、今も含めてこれから医学を

学ぼうとする人たちは、私たちが大学で学ん

だ量の少なくても３倍は勉強しなければなら

ないと思いますよ。だから私は、医学部は８

年くらいは必要だと考えているんです。いま

だに教養以外に４年でしょう。確かに朝から

晩まで、医学の勉強ばかりして、それ以外の

ことはしなかったら身に付くかもしれません

が、現実にそんなことができるわけありませ

ん。今の時代は遊びながら勉強する時代です。

いくら優秀な人でも、知識を身につけるため

には、時間をうまく使って勉強する時には集

中して勉強するという能力がないと、実際に

は、とても覚えられる量ではありません。そ

の上、覚えていかなければならないことは、

どんどん増えていきますからね。

そんな時代に、医師が汗水たらして、検索

したりスライドを作ったりして時間をそれに

あてるなら、その貴重な時間に勉強しても

らった方がいいのです。幸いなことに、現在

それらをサポートする環境が整い始めている

んですから利用しないという手はないでしょ

う。

なぜ、こんなことを言うかといえば、私な

どはこれまでどれほど無駄なことをやってき

たことでしょうか。たとえば、今は人工呼吸

器がありますよね。昔は、泊まり込んで手で

アンビューバックを押すんですよ。これは労

働ですね。こんなことして頭はよくなりませ

ん。これは手の運動でしょ。でもこうするし

かなかったんです。

つまり、本当に勉強して患者さんのために

なることを身につける時間に、昔は労働をし

４

ていたんです。そういう時間は出来る限り取

り除いてやって、その時間に徹底して勉強し

てもらう。その環境整備、主には図書室です

ね、そこに病院として力を注ぐ必要があるん

ですよね。

論文を書く時などでも、昔は文献を探すの

に、どれだけの時間をかけたことか。今は、

図書室にＣＤ－ＲＯＭがありますから便利になりま

したね。

小田中：さきほどこちらの図書室で、文献

検索用のＣＤ－ＲＯＭだけでなく、ハリソン内科学

や ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅの ＣＤ

－ＲＯＭ版も見せていただきました。

白方：研修医などは良く利用しているよう

ですよ。これらの環境を整えていけば、若い

医師たちも雑用をすることがなくなって、勉

強ができるし恋人とデートする時間もできる。

だから、気分を新たにして、また勉強するこ

とが可能になるんですね。

科学がこれだけ進んだ近代社会では、人生

を楽しみながらも、しかも勉強 ちきちんとで

きるという環境にしてあげる。これは、医者

だけではなく、看護婦もその他の職種もいっ

しょです。そして、知識を身につけて患者さ

んに返していく。このことに、図書室の仕事

は大きく貢献してくれています。

小田中：先生のお話しを聞いていて思い出

しましたが、最近、特に医師以外の利用者か

ら「データは出だのだが、どのように統計処

理をしたら良いか、教えてほしい」などデー

タの処理や研究のまとめ方についても、質問

を受けます。これは、表計算ソフトやスライ

ド作成ソフトの使い方を説明している過程で

出てくる訳ですが、そこまで図書館員か立ち

入るべきかと思うこともあります。ただやは

り、困っている場合など、知っている範囲で

応えていかざるをえない ●●・
○

白方：将来は、今も進んだ図書室はそうで

しょうが、図書室にいる司書さんに聞けば、

研究やデータのまとめ方について教えてくれ

るというふうに、図書館員を病院の職員がそ



う捉えていくことになるのでしょうね。そこ

には、統計やデータ処理に詳しいスペシャリ

ストを配置することが常識になるのではない

でしょうか。

日本はようやく、医療ソーシャルワーカー

とか言語療法士などを厚生省の認可が下りよ

うとしてしてきていますよね。それには

ちょっと時間がかかるにしても、病院図書業

務というものを認可させていくことも大切で

しょうね。

小田中：確かにそうですね。国レベルで制

度化されるのを待っているのではなく、こち

らの協議会でもそのような認定試験のような

ものを考えてみましょうか。例えば、学会の

認定医・専門医試験のようなものを・・・。

白方：病院図書館司書試験とかやってみま

すか。いや、面白いかも知れませんよ。末端

で地道にやっていってそれが広がって初めて

国は取り上げますからね。みんな認められる

まで、すごく時間がかかっているのが現実な

んですよ。

令経営からみた病院図書室の役割

前田：これからの私たちの頑張りが、病院

図書室の現状打開、発展のひとつの鍵となっ

ていくのでしょうね。

それと、これはぜひ先生にお聞きしたいと

思っていたのですが、医療経営が厳しくなっ

てくると、病院図書室は不採算部門であると

いうことで、人や予算が削られたりします。

その結果、図書室サービスに大きな支障をき

たすようなことが起こりがちなのですが、経

営面からみての病院図書室の役割とは、いっ

たい何でしょうか。

白方：私は、経営が厳しくなってきたから

予算を削るとかいった考え方はまったく逆だ

と思いますね。

病院経営は、そこで働く人の能力によって

決まるんですね。いい医者、いい看護婦、い

いコメディカルがいれば、患者さんがその病

－ ５ －
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院に集まります。しかし、その逆だとしたら、

患者さんは、そこを鋭く見抜きますから、こ

この病院の医者は腕が悪いとか、看護婦は能

力がないとか・・・。それでは患者さんは集

まりません。そうなれば赤字になって病院は

倒産します。

で はどうしたら良いか。答え は簡単ですね。

優秀な職員を教育する環境を整え ることが、

大切なのです。実際に図書室はここで大きな

役割を果たしてくれています。そう考えれば、

図書室は採算部門にむしろ入ってくるんです。

教育 の元が図書室ですから、決して不採算部

門で はないんです。

小田中：先生の今のお話では、逆に図書室

がないような病院は経営的に危なくなるんだ

とい うことになりますか。

白方：そうですよ。私か、ここの図書室を

作る時ですが、いろんな部門が部屋の取り合

いで した。その中で、私は「図書室と病歴室

は絶対作れ」といって頑張ったんです。その

結果、不十分ですが図書室と病歴室が今ある

んで すよ。 その理由 は、 みんなが勉強しな

かったら病院はつぶれると思っていたからで

す。だから年間予算１０００万円をつぎ込んだで

す。 そして、今は研修指定病院ですから研修

医は図書室をよく利用してくれてます。もち

ろんその他の職種 もで すが・・・。そのおか

げで病院が活発になっています。

小田中：その他、医療訴訟の問題でも、そ

の時 代の医学のレベルがどうであったかが訴

訟の時、問題になりますね。一定の情報をそ

の病院の図書室で確保しておくということは

大切だと思います。個々の医師の持っている

情報だけでは限界がありますので・・・。

白方：その通りです。訴訟などの時は、ま

ず図書室で調べて もらいますからね。

小田中：先日、病院図書室研究会の創立２０

周年 記念講演で聖路加国際病院の日野原先生

かお っしゃっていましたが、地下鉄サリン事

件で は図書室が情報提供に大きな役割を果た

したとのことでした。直ちに情報収集の班を
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組織し、そのスタッフは図書室へ駆け込んだ

そうです。

白方：なるほど、そうでしょうね。やはり

病院図書室というのは、経営面からみても絶

対に必要な部署だといえますね。職員のレベ

ルを上げることは、患者さんの信頼を得るこ

とににつながるわけですから。

前田：実際の図書室の担当者は、本当に毎

日たいへんで頑張ってはいるんですが、経営

者には、なかなか理解してもらえないでいる

ところが多いと思うのです。理解を得られる

ようにするにはどういうことをしたら良いで

しょうか？。

白方：院長や医師などに理解してもらうこ

とでしょうね。事務系の人は、直接ピンとこ

ないかも知れません。予算を削ることに意義

ありと思っていますからね。時間をかけても

ゴツゴツと努力をすることが大切ですよ。

それと図書室の必要性について認めてくれ

る理解者をもつことです。図書室の必要性を

語ってくれる人。どの病院にも理解してくれ

ている人はいるでしょうから、担当者の人が、

その人たちの力もかりて地道に前進していく

ことでしょうね。

小田中：先生のような理解ある院長が少し

でも増えればありかたいと思います。そうし

た先生方にリード役になっていただければ、

状況もまた変わっていくのではないかと思い

ます。

白方：当院がなぜうまくいっているかと聞

かれましたらね、図書室を立派にしたからだ

と、院長が言っていたと宣伝してください。

小田中：確かに図書予算は病院の収入に比

べれば本当にわずかなお金ですからね。

白方：そうですよ。そのお金で病院が良く

なるんですから安いものです。高い医療器機

を買うことを思えば本当に安い投資なんです

よ。そこに気がついてもらわないといけない

ですね。

◆患者図書サービスについて

－

前田：ここ数年間に、患者さんへの図書

サービスが、ボランティアの人や公共図書館

の人たちの手で活発に進んできています。こ

うした患者さんへの図書サービスについて、

先生のご意見をお聞かせいただければと思い

ます。

最近では、高山赤十字病院や大垣市民病院

などが患者ラウンジを作りまして、そこに図

書コーナーというものを設置して病院がそう

いうサービスを行うケースもみられるように

なりました。

白方：当院もワゴンに本をのせて患者さん

への図書サービスをしていますが、図書コー

ナーはいいですね。今はスペースがないから

ワゴンサービスでの貸出しかしていませんが、

もしできたら、そこでゆっくり自由に本が読

める場所などあったらいいですね。

前田：少しずっですが、こういう動きがで

てきています。

白方：それはとてもいいことですね。進め

ていくだけの価値はあると思います。

前田：もう一つ新しい動きとして、患者さ

んへの医学・医療情報（図書）のサービスが

あります。これに関する病院図書室の役割に

ついても、議論が始められておりますが、先

生はこの点についてどのようにお考えになり

ますか。

白方：医療情報の提供については、そうい

う流れなんだと思いますね。今度の診療報酬

の改定でも、患者さんへ医療情報を提供する

と点数がつくことになったんです。

前田：アメリカの病院図書室の大きな流れ

は、ＰａｔｉｅｎｔＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎａｎｄＥｄｕｃａｔｉｏｎ だ

そうですが、それを図書館がやるべきだとお

考えでしょうか？。それとも他の職種・部門

がすべきだとお考えなのでしょうか。

白方：そうですね。難しい問題もあります

が、私は洗練された医療情報であれば出して

もいいと思います。すでに、書店では医療情

報の本を売っていますからね。このことは常

識になって、これからは病院が医療情報の提

６ －



供をおこなっていくことになるでしょうね。

そして、医療情報を提供するとしたら、院内

では図書館でしょう。

前田：これには、院内でのコンセンサスも

必要となってくるでしょうね。時間がかかる

かもしれません。患者ひとりひとりには主治

医もいますし・・・。

白方：しかし、口で情報を提供することは

医者がしなければならいでしょうが、洗練さ

れた、誰がみてもまちがいのない出所のはっ

きりしている情報を提供することは、いいの

ではないでしょうか。医者が読むような、こ

の方法はダメだったなどといった類の症例報

告などは、患者さんが読むと混乱すると思い

ますので・・・。

小田中：これからは医療の提供者だけでな

く、医療を受ける人たちへの医学や医療情報

の提供も病院図書室は考えていかなければな

らない時代になっていくのでしょうね。その

場合、情報の選択などにおいて図書室への専

門家の協力も今以上に必要だと思いますが。

◆会誌「病院図書室」について

前田：会誌もすでに１６巻を発行するに至り

ました。会誌「病院図書室」をご覧になって

ご意見ご感想などありましたらお聞かせくだ

さい。

白方：とても、充実してきていると感じて

いますよ。たいへんな中、よく頑張っていま

すね。

これからはこれまで話してきたこと含めて

ですが、アドバルンをあげたらどうでしょう

か。私たちはこう思うという提言を書かれた

らどうですか。これは、これからの病院図書

室の発展にとても大きな意味があると思いま

－

７

病院図書室 Ｖｏｌ．１６Ｎｏ．ｌ，１９９６

す。

前田：ありごとうございます。会誌もこれ

からも頑張っていきますので、またご意見や

アドバイスをお願いします。

◆近畿病院図書室協議会の今後

前田：最後に、これからの近畿病院図書室

協議会について、ご意見をお願いします。

白方：最初、近畿病院図書室協議会という

名称を聞いた時は、近畿地区だけの病院図書

室で協議会を構成しているのかなと思ったん

ですが、実はそうではなくて近畿以外の会員

も結構多い。全国的に参加している組織だと

いう現実からみても、名称をこれまでのよう

に「近畿」でいいのかいう問題がありますね。

全国的な活動をおこなっていくという気運が

高まってきているのでないでしょうかね。全

国になれば、病院図書室の存在が常識化され

てくると思うんです。病院には図書室があっ

て、そこにはきちんと人を配置してサービス

をおこなっているということが当たり前に

なっていくことにもつながってくるのではな

いでしょうか。

これは、みなさん頑張るだけの価値はある

仕事だと思いますよ。まちがいなく図書館の

仕事が病院の機能アップにつながってくると

思います。図書と病歴は両輪ですから、これ

からどんどん伸びると思います。

前田：先生、本日は本当にいろいろと貴重

なご意見お聞かせいただきましてありがとう

ございました。とても参考になりました。こ

れからも病院図書室へのご支援ご協力をお願

いします。




